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水戸藩 にお ける試合剣術 に関す る一考 察
－r公 覧始末撃剣』の分析を通 して一
長 尾 進
1は じ め に
近世 も4代 将軍家綱の頃(1651～1680)になると,戦 国の気風は薄れ,
他流試合が禁止 されたこともあって,武 芸流派のなかには 「形」の外観の美
や功妙を街い,技 術 ・精神の錬磨から程遠 くな り,いわゆる 「華法」化する
ものが多 くなった。 この華法の弊害 を払拭 しようと,直 心影流(正 徳年間
1711～ユ716)や一刀流中西派(宝 暦年間 ・1751～1764)において従来の面
や小手に改良を加え,竹 刀を用いて十分に打ち合い,技 術 ・精神の錬磨をめ
ざす 「竹 刀打ち込 み稽古」(試合剣術)が 創 始 され,寛 政期 か ら文 化期
(1789～1818)にかけては関東の郷村部を中心にこれを行 う新流が興隆 し1),
文政期(1818～1830)には中四国 ・九州の諸藩において も弘ま り,他 流試
合が活発化 した2)。
既成剣術(形 剣術)に 比 して運動性 ・体錬性において優れた面 をもつ試合
剣術は,そ の教育的価値を認め られ,幕 末期には幕府や諸藩において教育の
手段 として採用されるようになる。現在行われている剣道は,こ の試合剣術
の流れを汲む ものである。
本稿で とりあげる 『公覧始末撃剣』は,天 保4年(1833),水戸藩におい
ては じめて試合剣術が藩主(徳 川斉昭)の 公覧に供 した時の模様を,同 藩藩
士で試合剣術の代表的流派である神道無念流を修め,後 に史館(彰 考館)総






















































































































































































































































徳川斉昭の武芸教育政策(神 道無念流 ・北辰一刀流な どの新興試合剣術流
派の採用や,水府流の創始に代表 される流派 ・稽古場合併の事績な ど)につ
いては,荷 見『水戸藩における水府流の沿革』3),中村『茨城の剣道史』4),『水
戸市史中巻3』やr茨 城の武芸』な どにおける保立の論考5),「徳川斉昭の
武芸観に関する一考察」6)をは じめ とする須加野の一連の研究発表な どにお
いてこれまでにも紹介されている。また,後年藩校弘道館においては神道無
念流 ・北辰一刀流な どの新興試合剣術流派が興隆 し,藩士教育に多大の影響
を与え,桜 田門外の変や天狗党事件な ど幕末期水戸藩を象徴する事件にも少
なからず関連があったことも指摘されている7)。





著者杉 山復堂(忠 亮。字は子元 また士元。千太郎 と称 し,復 堂 また致遠斎
と号 した)は,年 少 よ り学問 を好み,は じめ古賀精理,の ち藤田幽谷の青藍
舎 に学んだ。文政4年(1821)馬廻組,史 館(彰 考 館)編 集。 この公 覧出
場 の時(天 保4年)は,史 館総裁代役(天 保2年 よ り)を 務 めていた。天
保11年(1840)弘道館助教。 同14年(1843)史館総裁 を兼 ねる。弘化2年
(1845),45歳で没 した8)。
杉山 と藤 田東湖 との親交の深さは,r回天詩史』9)をは じめ東湖の 日記等に
杉 山の名が頻繁に登場 することで もわかる。 また,家 老山野辺義観 とも親交




神道無念流は,享 保(1716～1736)の頃,下 野国都賀郡藤葉村(現 在
の壬生町)の 人,福 井兵右衛門嘉平が,当 時下野南部に勢力を張 った一
円流を学んだのち,諸 国に行脚 し,一 流を立てて神道無念流 と称 したこ
とには じまると伝えられている。後江戸四谷に道場を開 き,門 弟戸賀崎
熊太郎輝芳(武 蔵国清久村,現 在の久喜市の産)の 頃にな り,東都にお
いて大いに鳴った。戸賀崎の門で傑出 したのが,岡 田十松吉利である。
岡田は武蔵国埼玉郡砂山村(現 在の羽生市)の 生れで,は じめ輝芳の高
弟松村源六郎 に学び,次 いで江戸に出て輝芳に学んだ。岡田の代に至 り
同流は益 々繁栄 し,そ の門からは,幕 末史上著名な江川太郎佐衛門(担
庵)や 渡辺華山,練 兵館を興 した斎藤弥九郎 らを輩出 した11)。
水戸家中において試合剣術が行われるようになるのは,杉 山が江戸在勤中
の父子方の勧めで,神 道無念流岡田十松吉利 に学んだことには じまる。岡田
の没後は,同 門の宮本左一郎 に就いた。公党時,師 の宮本は 「諸士以下」の
身分で指南席へ出ることが叶わないため,宮 本に替 って杉山が諸事に当たっ
た。
国立 国会図書館には杉山の 自筆稿本や,か れの蒐集 した文献46冊が 「杉
山叢書」 として所蔵されているが,本 稿で とりあげる 『公覧始末撃剣』はそ
の うちの一冊である。
皿 『公覧始末撃剣』の内容
1.試合剣術流派(小 野派一刀流,神 道無念流)に おける公覧出
場までの葛藤
天保4年(1833)9月18日,水戸 に在 って神道無念流剣術を指南 していた
めつけがた
宮本左一郎(虎 拳)は 藩の監察府に呼び出され,「近 日中に上覧(公 覧)が
あるので,『免許以上』の者の 『姓名順番』を提出す るように」 との達 しを
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うけ,9月20日夕,こ れを提出 した。
公覧2日 前 の11月8日,再 び監察府か ら呼び出 しがあって宮本 が出向い
かた
た ところ,宮 本の一門では 「これ まで上覧においては諸流 とも格(形)を 披
露するのみで勝負(試 合)は なか ったが,自 分達はr勝 負事ラ』の流儀なの
で,形 をわざ と4・5本 演 じた後は,残 らず勝負を披露 しよう」 と決めてお
いたのであるが,小 監察(歩行士 目付)の和田善太郎が宮本へ言 うには,「勝
負を御覧 に入れるつ もりらしいが,上 覧において勝 負は前例がな く,r相成
らざる儀』 であるのでその ように心得よ」 という。 これに対 し宮本は,「承
知仕候」 と言い,続 けて 「もとより勝負ではな く面 ・小手 ・シナイを用いて
r勝負の格』 をご覧に入れるのである」 と答えた。rそれは格 とは違 うのか」
と再 び和田が問 うので,「少 々趣は違 うがやは り格であ り,自 分達の流儀で
は これを 『非打』12)と呼んでいる」 と説明 した。
宮本の帰宅後,一 門では会議が行われ,「(宮本の言 った)非 打 という名 目
でr勝 負の格』 を披露 し,後 は直 ぐにr打 合勝負(試 合)』に移ろ う」 と申
し合わせた。
その夜杉山は,同 じ流儀(神 道無念流)で やは り公覧に出場するために多
賀郡助川村か ら弟子を引 き連れて来ていた武藤七之助を旅宿に尋ね,そ の こ
かた
とを相談 した ところ,「それは良い様であるけれ ども,格 という名 目であっ
て も勝負を して しまっては誰が見ても試合 とわかって しまう し,且つr鷹栖』
か らいって もとて も存分な試合は出来ないことは明らかなので,や は り大人
しく格を一通 り披露 した方が良いのではないか」 という意見であった。
それ も正論 ではあるが,「廿余年の丹誠(丹 精)此 一挙二て分ル所」であ
り,ど のように も手を尽 くしてみたいので,そ の足で,同 じく試合剣術を行
う小野派一刀流(渡辺徳之允門人)の戸田弥次郎 を訪ねた。戸田が言 うには,
今 日御城で大監察(目 付)の 藤 田繁蔵13)が戸田に対 して,「公覧に出場する
神道無念流は承知の通 りr打 合勝負事 ら』の流儀であるが,諸 流 と同 じよう
に格 ばか り御覧に入れるようにな っては,出 場する者 もさぞ残念に思 うであ
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ろう。 しか し席柄か らいって も平 日通 りに打合(試 合)を しては,『御故障
之御叱』もあるであろうか ら,三 本 とか五本 とか数 を決め,格 のなかか らr勝
負にクヅシ』ては どうか」 と聞 くので,「それは何の御故障 もないであろう」
と答えた という。同 じ監察府内で も大監察藤田繁蔵の言 と小監察和田善太郎
の達 しとに食違いがあるが,い ずれに して も 「及ばずながらも尽力 してみよ
う」 と戸田が言 うので,「何分頼み入 る」 旨を申 し述べ杉山は帰宅 した。
した
公覧前 日の11月9口には,出 場者は早朝 より撃剣場 に集合 し 「格の下組」




公覧当日の11月10日,出場者は 「五ッ時(午 前8時 頃)」に揃 って登城 し
「実検御廊下」 に控えた。
この 日の公覧は,北 河原常右衛門 ・津田真平 ・寛内匠(以上浅山一伝流)・
川辺重左衛門 ・加藤傳之右衛門(以 上吉岡流)・小田野友蔵等の柔術,天 野
半十郎14)の陣鎌,川 又九右衛門の両刀 と進 み,次 に渡辺徳之允門人の小野
派一刀流 と武藤七之助 ・宮本左一郎両門人の神道無念流の試合剣術流派,そ
の後に大森茂次郎,飯 島均平,岩 間与次右衛門(鹿 島神道流)な どの順に進
め られた。
また,「四ッ半比(午 前10時半頃)」監察府 より宮本左一郎 に呼び出 しが
かた かたち
あ り,「今 日の上覧ハ格の内 より勝負形の試合不レ苦候間,左 様相心得候様
に」 という達 しがあった。
(2}小野派一刀流 ・渡辺徳之允門人
「正九ッ時(正 午頃)」か ら公覧は始ま り,柔 術,陣 鎌 などが済んで,小 野
派一刀流(渡 辺徳之允門人)の 番 とな り,ま ず宮田介太郎15)(打太刀)・濱
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口熊三郎(仕 太刀)の 両名が,「竹胴」を着け,「面 ・小手 ・シナイ」を手に
,
か た
持ち,格3本 を披露 した後,直 ぐに試合を行 った。
その時,斉 昭が 「是(小 野派)ハ 格ハナキカ」 と尋ねたので,丁前三本 ッ
カイ候 が即格 にて御座候」 と答 えた ところ,さ らに 「格は何 本有 レ之や」 と
聞 くので,「五本御座候」 旨を言上 した。「何 レも素面こな り(面 を着け ず
に),先ヅ格 ヲツカヒ候へ」 との上意に より,先 ず戸 田弥次郎打太刀で宮 田
っか
介太郎 ・荘司徳之介が仕太刀 とな り格 を仕 った。それが終 って秋山弥九郎打
太刀で戸 田弥次郎が仕太刀,続 いて戸 田弥次郎打太刀 ・秋山弥九郎仕太刀で
同 じく格 を行 った。
その後,「素面 ・素小手 ・毛 ジナイ(防 具を着けず に袋竹刀状 の竹刀を用
いての試合,詳 しくは後述)に て勝負すべ し」 とい う上意があ り,宮 田始め
いずれ もこれを行 ったが,面 ・小手 ・竹胴 を着け,堅 固な 「割 り竹刀」で試
合をすることに慣れていた小野派一刀流の面 々に とって,素 面 ・素小手 ・毛
ジナイでの試合は,「ツカイヅラキ事限 りな し」 とい うものであ った。
(3}神道無念流 ・武藤七之助一門
小野派が終 り神道無念流 ・武藤七之助一門の番 となった。榊原啓介打太刀 ・
かた
大内要介仕太刀の両名が 「面'小 手 ・シナ イ」 を手 に提げ,「非打」の格 を
2本披露 し,そ れ よ り直 ぐに勝負(試 合)に移 った。次の室町荘五郎打太 刀 ・
大内要介仕太刀で も同様 に格 と試合 を行 った。
それが済んで益子逸平打太刀 ・室町荘五郎仕太刀の番 となった時,斉 昭か
らまた 下毛ジナイ ・素面 ・素小手 にて可 レ仕」 とい う上意 があ り,そ の通 り
に毛ジナイ ・素面 ・素小手の試合を行 った。次に師範 の武藤七之助が打太刀
とな り,白 井小右衛門 ・益子逸平 と毛 ジナイ ・素面 ・素小手の勝負 を し,そ




武藤一門が終 り宮本門人の番 となった時,前 出小監察(和田善太郎)が 「宮
本左一郎門弟ハ格 ヲッカイ入二御覧.候様に」 とい う斉昭の 「御意之趣」 を
伝える。杉山は内心 「実ニアキ レ」 るが,… 応畏 まってこれを請ける。尚こ
の時,師 範宮本左一郎は 「諸士以下(農 民の出)」であ り指南席へ出られな
いため,杉 山が替 って席へ出ている。
まず,森 新佐衛門が打太刀とな り,永井鉄二郎 ・石川秀太郎仕太刀で 「五
箇」の格を披露 した。「随分不二見苦_候ペキ」とは杉山の感想であるが,「勝
負事 ら」で格を次に置 く同流儀 としては上 々の出来であった とみえる。次に
菊地秀介打太刀,横 山甚太郎16)・長尾亀五郎17)・森新佐衛門仕太刀でやは
り 「五箇」の格 その次に井坂登次郎打太刀,菊 地為三郎 ・根本三蔵仕太刀
で同 じく 「五箇」の格 と進んだ。
続いて菊地秀介打太刀 ・井坂登次郎仕太刀の順番が来て出ようとした時,
「跡ハ勝負可レ致。勿論平 日通 り存分打合入江御覧_候様に」 という上意によ
り,両名 とも一旦退 き,再 び 「面 ・小手 ・シナイ」を携え支度 し,そ れより
「打合勝負(試 合)」を行った。「除程烈敷合戦」 とな り,斉 昭 も 「御 目ヲハ
ナサ レズ御覧」であ り,近 臣その外 も「皆々延ビ揚 り見物」の様子であ った。
それが済み,次 に長尾亀五郎が打太刀 とな り,国 分強介18)・井坂登次郎
と試合を したが,こ れまたいずれ も「大合戦」であった。続いて,千 太郎(著二
者杉山)が 打太刀 とな り,鵜 殿熊吉 ・木股留次郎 と試合 を行 った。杉山日
ブ
く,「鵜殿ハ打コミ勝負重ニッカイ,木 股ハ少 し引ハナシ随分烈 く七 ・八本
勝負」を し,退 いた という。最後 に菊地秀介打太刀,(杉山)千 太郎仕太刀
かた つか




「二百年来,本 藩(水 戸藩)に おいて試合剣術公党は実 にこれが初めてであ
り,一 同首尾良 く済んで,何 の慶びをこれ に加えようか。但 し,r五箇』の
格のみを披露 し,勝 負(試合)をしなかった者は頗 る遺憾であ ったようだが,
この ような機会の到来 した こと自体が終極の慶びであ り,r少壮ノ士』はい
ずれまたその秘術を尽 くす機会が来 ることであろう し,『他 日に期す』 とは




山復堂(士 元)の 父杉山子方が江戸に在 った時(文 化年間),華法剣術の弊
を改め ようと,士元(杉 山)を 神道無念流岡田十松(吉 利)の 撃剣館に通わ
せ試合剣術を学ばせたことに始まる。次いで藤田幽谷がその子彪(東 湖)を
やは り岡田に師事 させるが,当 時家中では 「群議沸然」 とな り,嘲 り罵る者
もあった。 しか し杉山や東湖 らが,同 志 と断然 これを継続 したことによ り,
同家中に次第 に試合剣術は広まった19)。
杉山や東湖 にとって岡田十松没後の剣術の師であ り 『公党始末撃剣』にも
登場する宮本左一郎は,新 治郡大橋村(現 在のつ くば市)の 農家の出である
が,農 業に馴染まず武芸を以て身を立てようと志 し,神 道無念流を岡田十松
の門に学んだ。来水 してか らは藤 田幽谷に遇され,文 政年間には藩の子弟で
入門する者 も多 くなった とい う。 とくに後 に家老職に就 く山野辺養親(兵庫)
は,「悉捨二其所_学,率 三共諸弟與二家臣_,師 二事先生_」 という傾倒ぶ りレ
であった20)。
このように水戸家中における試合剣術は神道無念流 を鳴矢 とし,し か も宮
本左一郎門下の熱心な修行者である杉山復堂 ・藤田東湖 ・山野辺養親 らは,
いずれ も9代 藩主斉昭の擁立 ・襲封 に功績のあった者たちである。
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文政12年,水戸藩8代 藩主斉修が危篤状態 に陥 った時,家 老榊原淡路
守 らは,斉 修の義弟で11代将軍家斉の子清水恒之丞を藩主に迎え,幕
府に迎合 しようとしたが,斉 修の異母弟で英蓮の誉れ高い敬三郎(斉昭)
を推す改革派の面 々,す なわち山野辺養親 ・藤 田東湖 ・杉山復堂 ・会沢
安(正 志斎)ら は断固これに反対 し,水戸藩支封である守山藩主松平大
学頭 らに働 き掛けるなど決死の奔走 を し,遂に斉昭継嗣を実現 した21)。
この とこか らして も,最 も信頼 を置 く家臣たちの行動力 ・精神力の形成に
影響を与えた と思われる神道無念流の試合剣術,及 びその師宮本左一郎に斉
昭が興味を示 したであろうことは想像に難 くない。
この公覧は,斉 昭が襲封後初めての帰藩 を した天保4年3月 か ら間 もな
い同年11月に行われている。 自身 も一刀流剣術 ・大和流射術 ・穴沢流長 刀
術等を修め,砲 術に も精通 していた といわれる22)斉昭は,後 述するように
襲封当時から文武の奨励及び武芸流派 ・師範家の合理化計画を抱いてお り,
この公覧はそれ らを行 うための諸武芸流派の内容や力量の見極め という意味
を持っていた。
しか し一面で,神 道無念流宮本門人の試合を 「御 目ヲハナサ レズ御覧」 と
あるように,試 合剣術に対する興味は特別の ものがあ り,既成剣術流派(形
剣術)に み られない高い運動性や体練性,延 いては教育的価値 をそ こに認
め,こ れ らを家中に知 らしめようとした意図 も窺 える。そ うであるとすれ
ば,「近臣其外 も皆々延ビ揚 り見物の様子」 とあるように,こ の公覧におけ
る試合剣術は家臣達の注 目を集めたようであ り,そのね らいはひ とまず成功
したといえよう。
2.公 覧出場の試合剣術流派にみられる階層性




へ出席で きないので,万 端 にわた り弟子の秋 山弥九郎が公覧に当た っての
「指引」 を している。同 じく,神 道無念流指南の宮本左一郎 も前述 した よう
に農家の出で,こ の頃は未だ諸士以下であ り指南席へ出ることが叶わぬた'
め,著 者杉山復党(千 太郎)が これに替 って席へ出ている。
また,神道無念流の もう一方の指南武藤七之助は,多賀郡助川村(現在の
日立市)在 の郷士である。尤 も武藤の場合,郷 士 といって も武藤家は藤原姓
を名乗 り武士 としての衿持 を保ち,7代 務主治紀が北浜筋巡視の際に宿泊 し
た こともある名家で,七 之助 もその剣術の力量 をもって近在 に聞 こえ23),
この公党 にも出場 し演武 も許 されているように,前2者 とは若干趣 を異 に
する。
しか し,い ずれに して もこの公覧に出場 した試合剣術3門 下 の指南(師
範)は,郷 村部の出身であった り,諸 士に数え られない身分である。 このこ
とは,こ れまでに渡辺24)・榎本25)・和 田26)・長尾27)によって報告 されて き
たように,試 合剣術の発達過程 においては郷村部 が先駆けてお り,先 例や旧
格に縛 られがちな都市部の城下土層 よりも,郷 士 ・農民層がその発展初期の
担い手であ った とい う指摘が,こ こにおいて も裏付け られるのである。
藤 田東湖が 『常陸帯』(天保15年・1844)のなかで,「っ らつ ら世の様 を
見るに,小 家には大方試合弘 りたれども大藩には弘 り難 し。 こは其国々に旧
き剣槍の家 々あ りて門人 も多 く,殊 に大国は旧格を守 りぬ る故,悪 しき事に
も移 らざれ ども又 よき事に も移 り難 き勢あるべ し」28)と記 したように,伝 統
ある既成武芸流派の師範家が存在 し,か つ先例 ・旧格に縛 られがちな とくに
大=藩において,そ の家士(城 下士)が,郷 村部 や郷士 ・農民層を中心に発展
してきた新興の試合剣術に取 り組む というのは異例なことであ り,杉 山や東
湖が岡田十松に就 いてこれを習った文化 ・文政期頃は,「兎に角妨 る者の多
か りし」29)とい う状況があ った。
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またM-1で もみたように,試 合剣術流派に とって公覧 出場 とい うのは大
変名誉な ことであるが,公 覧において試合剣術を披露する というのは先例が
な く,監 察府 からの 「上覧は先ヅ格バ カリ」 とい う達 しもあ り,武 藤の よう
に 「席柄 か らい って も大人 しく格(形)の みを披露すべ き」 とす る者 と,
「20余年の丹精が この公覧において表れるのであるか ら何 として も試合剣術
を披露 したい」 とす る杉 山らの意見 とに分かれ,か れらのなかに も意見の違
いや葛藤 があった。城下士の杉山よ りも郷士の武藤 の方にむ しろ遠慮 がみ ら
れるのは,上 記 した ような家中の空気を武藤 が理解 していた ことに よるもの
と思われ,発 展初期段階におけ る試合剣術の もつ階層性 をある面で表 してい
よう。
3.公 覧にみられ る剣術の演武(修 練)形 態
かた
この公党 においては,前 記 したように前 日までは 「先ヅ格パ カリ」 という
達 しであ ったが,当 日にな って 「格 の内 より勝負形の試合不レ苦候」 と訂正
されたのを受け,3門 下の内最初 に出た小野派一刀流渡辺門人の宮 田介太郎 ・
濱 口熊三郎の両名 は,防 具(面 ・小手 ・竹胴)を 着け,格(形)3本 と,そ
れに続いて試合を行 った。これ に対 し斉昭は,一 旦 「素面 ・素小手(防 具を
着 けずに)」にな り,形 を行 うように命 ずる。 さらにその後,や は り素面 ・
素小手で 「毛ジナイ」を用いて試合をせ よという。
毛 ジナイ とは,素 面 ・素小手の時に用いるのであるか ら,当 た って もさ
ほ ど痛み を感 じない,ま してや致命 傷にいた ることのない形状 を もつ
「袋竹刀」状の もの と想像 される。東湖は袋竹刀にっいて,「竹 を割て皮
袋 に入れた る しなひ」「竹 を細 かにわ り,柔 皮又毛皮 もていかに も柔脆










打太刀 仕太刀 形 素面試合 防具試合
宮 田 介太郎 濱 口 熊三郎 ○ ○
戸 田 弥次郎 宮 田 介太郎 ○
戸 田 弥次郎 荘 司 徳之介 ○
秋 山 弥九郎 戸 田 弥次郎 ○
戸 田 弥次郎 秋 山 弥九郎 ○
全 員　 一 ○
榊 原 啓 介 大 内 要 介 ○ O
室 町 荘五郎 大 内 要 介 O ○
益 子 逸 平 室 町 荘五郎 ○
武 藤 七之助 白 井 小右衛門 O
武 藤 七之助 益 子 逸 平 O
室 町 荘五郎 武 藤 七之助 ○
{P『 一 『 一
森 新佐衛門 永 井 鉄二郎 ○
森 新佐衛門 石 川 秀太郎 ○
菊 池 秀 介 横 山 甚太郎 O
菊 池 秀 介 長 尾 亀五郎 O
菊 池 秀 介 森 新佐衛門 ○
井 坂 登次郎 菊 池 為三郎 ○
井 坂 登次郎 根 本 三 蔵 ○
菊 池 秀 介 井 坂 登次郎 O
長 尾 亀五郎 国 分 強 介 O
長 尾 亀五郎 井 坂 登次郎 ○
杉 山 千太郎 鵜 殿 熊 吉 ○
杉II」 千太郎 木 股 留次郎 ○
菊 池 秀 介 杉 山 千太郎 ○『 一 『 一 一ー 一 ー 一 一_一 一
この毛ジナイでの試合は,神 道無念流武藤門人に も命ずるが,前 述 したよ
うに,堅 固な防具 と 「割 り竹刀」を用いての試合剣術を専らとした老達に と
っては,「ヅカイヅラキ事限 りな し」 というものであった。
表1は,こ の公党 におけ る試合剣術流派の出場者及び演武形態 を一覧に
したものであるが,「格(形)」 と 「防具をつけての試合」は,3門 下それぞ
れに行わせてお り,上記 したように 「素面 ・素小手 ・毛 ジナイでの試合」 を
2門下に命 じている。 このような3種 類の演武(修練)形態について東湖は,
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「素肌で木刀や刃引を もっての形修行は,一 見勇ま しいようであるが十分に
打ちあうことができず二三分の力で打つことにな る。袋竹刀では疵は蒙 らな
いが・その竹刀の軽さのため打ち も意の ままにな らず,止 め ようとする竹刀
も打越すので真剣の戦いには似つかわ しくない。防具(面 ・小手 ・胴)を 着
け堅固 に作 った竹刀を もって,頭 目手腹 を選ばず十分の力で打ち合 うな ら
ば,技 は鋭 くな り,身 体 も鍛へ,気 息 も長 くなって終 日戦 って も疲れないよ
うになる」31)とそれぞれの特徴を説明 している。
斉昭は,3門 下にこれ ら各種の演武を行わせることに より,そ れぞれの修
練形態の特徴や各門下の力量を見極め ようとしたのであろう。
Vま と め
この公賓か ら1年 後の天保5年(1834)11月,神 道無念流指南宮本左一
郎は山野辺義観の寄騎 として与力 に取 り立て られ,同7年(1836)に は大
番頭 に進んだ32)。また もう一方 の神道無念流指南武藤七之助は,天 保7年
海防総司 として助川城に封 じられた山野辺義観が,子弟育成 のために設置 し
た学校 「養正館」に剣術師範 として迎 え られている33)。 これ らは,郷 士.
農民層を中心 として発展 して きた試合剣術のひ とつである神道無念流が,武
士教育の手段 として採用され,そ の階層性 を越えて認知されたひ とつの典型
とみてよいであろう。
この後天保9年(1838)には;斉 昭襲封の頃 より水戸家 と親交のあった
斎藤弥九郎が合力扶持を給 され34),また天保12年(1841)には,宗 家の戸
賀崎熊太郎(芳 栄,喜 道軒)が 五十人扶持 をもって迎え られた35)ことな ど
にみ られる ように,神 道無念流 に対する斉昭の遇 し方は特別の ものがあっ
た。
また一方で,天 保6年(1835)水戸 に周遊 し剣術 を供覧 した北辰一刀流
千葉習作に月俸十人扶持を給 し,後 に周作の弟子海保帆平 を五百石の高禄で
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藩校弘道館開設(天 保12年)と同時に師範に迎 えるな ど,同 じ新興試合剣
術流派である北辰一刀流に対 して も斉昭は厚 く遇 した36)。
このような試合剣術流派 に対する厚遇は,す でにみて きたように,試 合剣
術の持つ既成流派(形 剣術)に みられない高い運動性 ・体練性 とその教育的
価値を斉昭が認めていた ことを表すものであ り,天 保末年 には 「今弘道館の





という触れを出 し,その後 も再三流派 ・稽古場合併を促 している。当時の水
戸家中は武芸流派数 ・師範数 も多 く,それぞれに門戸を立て長短 を比較する
という弊害があ り,こ れを一掃 せんがための ものであった38)。公党におい
て斉昭は,試 合剣術流派3門 下 に対 していずれ も格(形)の 演武 を求めた
が,こ れな どは各流派の形の特徴を把握 し,既 成流派 との合併の可能性を探
ろうとした もの と思われる。
公党には既成流派の鹿島神道流 ・岩間与次右衛門 も出場 しているが,の
ち嘉永2年(1849),同流は神道無念流に合併吸収されている39)。
このように天保4年 の武芸公党は,の ちの弘道館設立時におけ る新興試
合剣術流派の採用や武芸流派合併な ど,斉 昭の武芸教育政策の出発点 となっ
た ものであ り,試 合剣術流派の行 った3種 の演武形態な どは,そ のまま近
世剣術技術史 ・用具史を一面で表 しているといえよう。
尚,最 後になったが,『公覧始末撃剣』翻刻にあた り,懇 切な ご教示 をい
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1.翻 刻 にあた って,漢 字 ・か な ・カナ及 び文字 間 隔 に つ いて は,な るべ く原 文 の原
形 を保存 す る ようにつ とめ た。
2.で きるだけ読 み やす い もの にす るため,適 宜,句 読 訓点 ・濁 点 ・中黒 ・段 落 等 を
付 した。
3.明 らかな誤字 ・落字等 には 「ママ」 を付 し,判 読不 明の文字 は □ とした
4.()内 は,筆 者 によ る補 足 であ る。
5.原 文 中の著者 杉 山復堂 に よ る注釈 は,〔 〕 内 に記 した。
公党始末撃剣
天保四年癸巳九月十八 目,監察府より指南 〔宮本左一郎〕呼出し,無念流剣術近日
之内 上覧被レ透俵条,免 許以上姓名順書来ル廿 日迄二取調摘出候様達者レ之事 〔此
以武藤七之介へも相違可レ申旨にて書付渡ル〕,依レ之廿日夕姓名順書摘出。
同十一月八 日又々呼出 しにて指南出ル。来ル十H,弥 上覧可レ被レ避 雷達あ り。
然ルニ是迄 上覧ハ諸流 トモ大抵皆格ノミにて勝負は無レ之所,當 流之儀ハ勝負事ラ
之稽古なれパ格ヲバわさ と四五本もツカイ,跡 ハ不レ残試合にて可レ然 と兼而定メ置
候処,同 日小監察和田善太郎宮本へ申聞候ハ,御 流儀之儀ハ勝負を被レ入二 御覧_候
様承及候所,上 覧二勝負と申ハ見合も無レ之,不 二相成 儀 二候間,左 様御心得候様
にとの事也。宮本承知仕候,固 ヨリ勝負二八無レ之,面 小手シナイにて勝負の格入二




負可レ然と申合イタリ。其夜右之段武藤へも 〔同日 上覧ニテ,門 弟一何れ も皆仰出
ア ケポノ
な り一引連れ,カ ミ町 曙二止宿な り〕可二中通,タメ右逆旅ヲ訪ヒ委細談合。武藤云
カタ
ふ,夫 ハよき様なれ ドモ,乍 レ去,格 と云ふ申立にても勝負 してハ誰レが日にて も見
て知れる事な り。且御席柄ニテ蓮 も存分なる試合出来ぬは指見ヘナレパ右様被二御
出_候上ハ不レ及二是非 候 間,矢 張 りヲ トナシク格の二三本 も口御祝儀一 ト通 りニッ
カイ候方可レ然歎と云ふ 〔是も正論なり〕。大に尤なれ ドモ 〔外の事 と違ひ撃剣之儀ハ〕
廿余年の丹誠此一挙二て分ル所ナレバ,如 何にも手ヲ尽 して見度事也。何れ今夜得 ト
思慮スペシ連,帰 ル。
直二渡辺徳之允江 〔小野派一刀流指南始メタレバ,是 も同試合剣術ナ レバ,是 へも
亦右ノ通り達アリヤ と思慮せし故な り〕往キシガ,他行シテ居ラズ。秋山弥九郎へ往
キ 〔是 も小野派執心ニテ,且 渡辺ハ諸士以下ごテ御席へ出席ナリ兼ルニ付,萬 端秋山
指引也〕,監察達シの事如何 卜問ふ二,何 の達 しもな し。此方ハ矢張 り勝負の積 りな
りと云ふ。イや夫は明日杯果 して達シ可レ有。扱格斗 リニテハ御同様試合剣術の甲斐
ハなし。何 レー ト工夫セずバなるまじ。先ヅ戸田へ往キて謀ルベ しとて直二同伴 して
水戸藩における試合剣術に関する一考察19
c芦,(戸
田)へ 往 ク。 折 よ く在宿 な り。
サテ外の事にも無レ之候所,上 覧二勝負 と云ふハ決 してならぬ事に候やと承 り候
所,左 様にも有レ之間数候。殊二御流儀杯ハ何の次第もあるま じと云ふ。サ レパ其事
にて候。先刻宮本監察府へ出候所カクカクの達なり。扱御承知の通,流 儀之儀ハ試合
カ夕
暮 ら之稽古にて格をバ次ギニ取置候所,格 ノミ 上覧ニチハ実二千古の遺憾な り。何
力御扱方ハ有レ之間敷やと云ふ。
戸田云,宮 本監察府へ出展ハ今 日何時の事なるや。何 レ八ツ時二も可レ有レ之 と云
ヘパ,夫 レニテチ ト思ヒ當 レリ。今日七ッ過ギニ御城ニテ大監察藤田繁蔵拙者へ申聞
ケニ,明 後十日 上覧二八無念洗濯出候所,是 ハ毎度御承知之通 り打合勝負専 らの洗
方タ
儀二御座候所,諸 流同様格斗 り入二 御覧_候様相成候而ハ,罷 出候族 もサゾ残念二
可レ存候。依而ハ御席柄之儀平 日ノ試合通 り二打合イ候而御故障之御叱も有レ是候バ
バ,三 本 と力五本 と力数ヲ極メ格の内ヨリ勝負にクヅシ候杯は如何二可レ有レ之やと
申候間 〔好漢哉〕,夫ハ何の御故障も有レ之間数候。尚又,明 後日伺ひ候上にて否二御
達可レ申.,旨答置換。左スレバ今日宮本へは右之通 り相差候所,又 々異論有レ之伺ひ と
相成候事なるべ し。何 レ乍レ不レ及 も尽力すべ しと云ふ。何分頼入旨申,秋 山一同夜
四ツ時帰宅。
カタ シタ
九 日二八早朝より撃剣場へ集 り格の下組等あ り 〔是日小野派へも 上覧ハ先ヅ格バ
カリと云ふ達 しあ りと云ふ〕。十 日五ツ時揃 ヒにて登 城。是 日の 上覧ハ北河原常
右衛門 ・津田真平 ・寛内匠 ・川辺重左衛門 ・加藤傳之右衛門 ・小田野友蔵等ノ柔術,
天野半十郎の陣鎌,川 又九右衛門の両刀,次 二渡辺の小野派,次 二武藤,宮 本,次 二
大森茂次郎,飯 島均平,岩 間与次右衛門 な り。何 レモ実検御廊下二控へ
居ル。
四ッ半比,監 察府 ヨリ又 々指南呼出 しにて出ル所,今 日の 上覧八橋の内より勝負
カタプ
形の試合不レ苦候間,左 様相心得候様にとな り。
正九ツ時,御 初立にて順々に相詰ル 〔御 白書院御入側なり〕。余ハ 御後詰メにて、




る。格は何本有レ之やと被レ仰,御 通事御 目付へ右之段承 り可二申上_旨達す。格ハ五
本御座候旨御 目付御通事迄申上ル。何レも素面二な り先ヅ格ヲッカヒ候へとの上意な
ツカイ
り。依レ之戸田弥次郎打太刀にて宮田介太郎 ・荘司徳之介 仕 レ之ヲ,右了テ秋tlj弥九
郎打太刀にて戸田,右 了りテ戸田打太刀にて秋山也。此時余ハ段々出順に付,御 後
詰相引,其 後上意にて素面 ・素小手 ・毛ジナイにて勝負すべ しと被二伸付..〔ツカイ
ツカイ




打太刀にて大内要介何 レも前に同 じ。了而益子逸平打太刀にて荘五郎出ル。其時又 々






候様 にと 御意之越中レ之 〔此時ハ実ニアキレタリキ〕。異 り傑出,御 詰中上ル。宮本
ハ諸士以下ニテ御膳へ不 レ出候に付,指 南の席ヘハ千太郎出ル。
第一,森 新左衛門打太刀にて永井鉄二郎,石 川秀太郎何 レも五箇 ヲッカイ入二御
覧一..〔随分不二見苦..候ペキ〕。次二菊池秀介打太刀にて横山甚太郎 ・長尾 亀五郎 ・森
新左衛門五箇前二同 じ。次二井坂登次郎打太刀にて菊池為三郎 ・根木三蔵出ル。何 レ
も前二同 じ。次二菊池秀介順にて出ル。
其時跡ハ勝負可レ致,勿 論平 日通 り存分打合八二 御覧_候様に と御通事を以て大監
藤 田繁蔵へ 御意を傳ふ。藤田より余等迄達ス。右之趣菊池へ申聞,井 坂モ先ヅ一旦
御席相引,再 ビ面小手シナイ携出,双 方支度。夫 ヨリ打合勝負な り。鹸程烈敷キ合戦
にて 公に も御 目ヲハナサ レズ御覧,近 臣其外 も皆 々延ビ揚 り見物の様子也。右畢
而,長 尾亀五郎打太刀にて国分強介 ・井坂登次郎何 レも大合戦。此時,余 ハ支度ノ為
メ御席ヲ相引 〔石川秀太郎指南の席へ出ル〕。右了而,千 太郎打太刀にて鵜殿熊吉 ・





今 日の 公党勝負ハ,小 野派は一試合にて跡ハ格,其 次二毛 ジナイ勝負也。武藤ハカタ
ニ試合にて,跡 ハ同ク毛 ジナイ勝負也。宮本の方ハ半パ格,半 パ面小手試合にて,格
六人勝負七人な り。蓋二百年来,本 藩にて試合剣術 公覧ハ実二是 ヲ始 トス。一同首
尾 よく相済,何 慶加レ之。唯,其 内五箇ノミッカイテ勝負セザル人頗 る遺憾な しとセ
タダ
ず。然 ドモ事會ノ之来ル豊有三ンや終極_哉。少壮ノ士,其 秘術ヲ尽 さん事,豊 唯今 日而
巳哉。蓋期竺之ヲ於他 日三云。
癸巳仲冬至 日 復党主人謹記ス
撃鐘於口声聞干外,豊 其実あ りて其効な き事あらんや。古人云,事 會之来定有二終
極 哉 。少壮の人,春 秋の富山の如 く河の如 し。(了)
(ながお ・すすむ 明治大学専任講師)
